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活動があれば、ご連絡ください！
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01 前回の推進委員会以降の取り組みを共有する

自大学で取り組んだ共済活動を振り返る

前回の推進委員会にて学生事務局より「次回の推進委員
会までの間に、共済や健康安全について、組合員に知らせ
る取り組みを、何か１つでも行いましょう！」と提案があ
りました。共済推進委員会#2が行われた5月末以降、自大
学でどのような取り組みを行ったかを共有しました。自転
車点検会、食生活相談会などが多く行われており、互いの
取り組みを互いに学び合える時間となっていました。

02 自大学の給付の傾向は？
共済ってそもそも何？

共済活動の根幹となる部分を今一度

事前課題にて、自大学生協の給付の傾向を記入する欄を
設けていました。今一度自大学の給付傾向を振り返る契機
となりました。また、これまでの共済推進委員会参加者ア
ンケートにて「共済についてもっと知りたい」という声が
多く、共済学習資料やたすけあいアンケートをもとに、共
済学習会を行いました。給付の背景や想いを深め、共済の
根幹を改めて知ることができていました。

03
秋からどんな活動をする？
そのために夏休みに何をする？

たっぷり時間のある夏を有効活用するために

今回の推進委員会は、夏休み直前の開催。秋以降の活動
で何をしたいか、そのために、夏休みに何ができるかを話
し合いました。自大学の計画に加え、他大学の推進委員か
ら助言を頂く班も見受けられ、互いの会員の取り組みを高
め合う姿が見られました。
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まだ計画は立って
いないけど、全国
大学生協共済セミ
ナーに参加するの
で、そこでいろい
ろ学びたい！
（京都橘2年）

参加学生もきちんと
所属生協の職員に数
値を聞き取りして参
加されていて、自大
学にもこういう学生
が増えるといいなと
思いました。
（京都大職員）

企画の報告に対し
て、さらに企画を
よりよくできるよ
うな意見をいただ
けて、有意義な時
間でした。
（奈良女2年）

福井大（1）金沢大（1）京都大（1）同志社（1）
立命館（2）京都橘（1）奈良女（2）奈教大（2）
大阪大（1）公立大（1）阪電通（1）共済連（2）
BK学生事務局（6）BK職員（2）連合会(2)
BK院生委員会（1）計11会員27名
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+A 推進委員会の声を
集めてみました
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自大学で共済学習会
を行う際は、専務の
協力が欠かせません。
ぜひ推進委員会の皆
さんからも、自大学
の専務や共済担当の
職員さんに声をかけ
てみてくださいね！
（学生事務局より）

きょうすいメンバーに
は、8/24~8/26に行わ
れる「全国大学生協共
済セミナー」に参加さ
れる方が多数いらっ
しゃいます！たくさん
学んでたくさんお話聞
かせてくださいね～！

10/7には「みんな
の共済2023」を行
います。只今実行
委員会で準備中！
今のうちからご予
定お願いします！
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キャンパスごとに
給付の傾向が違う、
という気づきがあ
りました。
理系は実習が多い
など、アプローチ
や強調する部分を
変えても面白そう
と思いました。

学校中の事例だけ
でなく、学校以外
の私生活にも共済
は役立っているの
だと思いました。

たった1枚の
「たすけあい
アンケート」
から、組合員
の生活背景な
どを考えるの
は難しいと感
じました。自
大学でやる時
の参考になり
ました！

自大学は事故等
の給付が多いで
すが、他大学で
はスポーツ中の
怪我に関する給
付が多い大学も
あったので、大
学によって傾向
が違うことを知
りました。

こころの病に
対する給付事
例を拝見して、
最初の一歩を
踏み出すため
の仕組みが、
共済にはちゃ
んとあるんだ
な～と感心し
てました。

自分が同じ立場だったら、申請する
といったことまで考えれないなと思
いました。

もっと共済のたす
け合いの部分につ
いて周知していく
必要があると感じ
ました。
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